
今月の題字は、

城南町の加
かとう

藤歩
ほの か

花さんの作品です。

主 な 内 容

ハートン

なしばたさん、受賞おめでとうございます！今後ますますの
ご活躍をお祈りします。

　今年も１０月１日から１２月３１日まで、赤い羽根共同

募金運動が展開されています。集まった募金の大部分は安

城市の福祉活動に使われます。

　「じぶんの町を良くするしくみ」赤い羽根共同募金にご協

力をお願いします。

　

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
情
報
交
換

の
場
で
す
。

　

申
込
み
は
不
要
で
、
途
中
で
の
入
退
室

も
可
能
で
す
。
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介

護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

題字部分の
デザイン募集！ 介

護
者
の
つ
ど
い

　

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
な
し
ば
た

は
、
平
成
３
年
に
開
催
さ
れ
た
養
成

講
座
の
受
講
者
を
中
心
に
結
成
さ

れ
、
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
へ
の
理

解
を
深
め
、
社
会
参
加
の
促
進
、
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

文
字
に
よ
る
情
報
提
供
や
学
習
支

援
な
ど
の
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援

を
は
じ
め
、
学
校
や
地
域
で
の
福
祉

学
習
の
講
師
活
動
と
い
っ
た
障
が
い

者
に
対
す
る
理
解
促
進
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
９
月
19

日
に
県
知
事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

◆第６６回赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール入賞作品紹介… ２・３
◆特集　地域福祉活動紹介〜古井町福祉委員会〜……４・５
◆第３１回安城市福祉まつり報告………………………６
◆お知らせ… …………………………………………７・８
　善意銀行　冬のお楽しみ会
　大人の婚活・恋活
　車いす移送車（サルビア号）の紹介
　祝「要約筆記サークルなしばた」ボランティア活動功労者知事表彰受賞
　介護者のつどい
　あんじょう社協だより題字部分のデザイン募集！

～
あ
な
た
の
デ
ザ
イ
ン
が
社
協
だ
よ
り
を
飾
り
ま
す
～

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人

作
品
条
件　

①
「
あ
ん
じ
ょ
う
社
協
だ
よ
り
」
が
横
書
き
で
入
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　

②
サ
イ
ズ
（
縦
13
㎝
×
横
36
㎝
）

　
　
　
　
　

�

③
書
体
や
作
成
方
法
は
自
由
で
す
が
、
平
面
の
紙
作
品
で
本
人
が
創
作
し
た

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。（
イ
ラ
ス
ト
素
材
集
な
ど
か
ら
の
転
用
は
不
可
）

　
　
　
　
　

※
掲
載
時
は
、２
色
刷
り
で
、題
字
ス
ペ
ー
ス
の
大
き
さ
（
縦
6.5
㎝
×
横
18
㎝
）

　
　
　
　
　
　

に
な
り
ま
す
。

応
募
期
限　

12
月
19
日(

金)

必
着

応
募
方
法　

�

所
定
の
応
募
用
紙
を
添
付
し
て
、
作
品
を
郵
送
ま
た
は
窓
口
ま
で
直
接
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

※�

応
募
用
紙
は
社
会
福
祉
会
館
、
市
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
の
ほ
か
、

社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.a
n
jo
-sya

kyo
.o
r.jp
/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
採
用
作
品
の
著
作
権
は
安
城
市
社
協
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
　
　

〒
４
４
６
‐
０
０
４
６　

安
城
市
赤
松
町
大
北
78
番
地
４　

　
　
　
　
　

安
城
市
社
会
福
祉
協
議
会　

企
画
財
務
係　

☎
（
77
）
２
９
４
１

あ
ん
じ
ょ
う
社
協
だ
よ
り
題
字
部
分
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
！

・「
社
協
」
→
「
社
会
」
な
ど
の
字
の
間
違
い
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
文
字
は
ハ
ッ
キ
リ
と
読
み
や
す
く
！
う
す
い
線
だ
と
、
綺
麗
に
印
刷
さ
れ
ま
せ
ん
。

・�

絵
は
印
刷
す
る
と
ひ
と
回
り
小
さ
く
な
る
の
で
、
実
際
の
大
き
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
描
い
て
く
だ
さ
い
。

・
季
節
感
を
取
り
入
れ
て
、
あ
る
時
期
を
狙
う
の
も
い
い
で
す
ね
。

・
お
正
月
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
場
合
は
干
支
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

�（
と
て
も
完
成
度
が
高
い
の
に
、
干
支
が
違
っ
て
い
て
入
選
を

逃
し
た
作
品
も
過
去
に
あ
り
ま
し
た
。
掲
載
時
は
平
成
２８
年

さ
る
年
で
す
。）

応
募
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

� 日　時 場　所 問い合わせ

介護者の
つどい�

１２月１１日（木）
午後１時３０分～３時

中部福祉センター
多目的室

中部福祉センター
☎７６－００９０

１２月２０日（土）
午後１時３０分～３時３０分

桜井福祉センター
多目的室１

桜井福祉センター
☎９９－７３６５

介護者
おしゃべり
サロン�

１２月６日（土）
午後１時～３時３０分

社会福祉会館
集会室

ボランティアセンター
☎７７－２９４１

※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金

みなさまに親しまれる広報紙を目指し、
来年度の題字部分のデザインを募集します。
詳細は、８ページをご覧ください。

こ
の
部
分

募
集
！

ご応募
お待ちして
おります

ハートン

祝「
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
な
し
ば
た
」

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
功
労
者
知
事
表
彰
受
賞
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安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」

要約筆記サークル なしばたのみなさま



第６６回赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール

安城市共同募金委員会会長賞 入賞作品紹介

安城南中学校３年

髙
たかみ

見　彩
あやか

夏さん

安城北中学校２年

浅
あさおか

岡　陽
ひ な

名さん

篠目中学校２年

林
はやし

　紗
さ え か

映香さん

東山中学校２年

日
ひ し き

紫喜　茉
ま こ

子さん

篠目中学校１年

杉
すぎさき

﨑　天
あまね

音さん

桜林小学校５年

山
やまぐち

口　航
こう

さん

安城南部小学校４年

築
つきやま

山　真
ま い

衣さん

・自宅で介護をしている人の心身のリフレッシュのための日帰り旅行を実施
・支援が必要な世帯の児童への修学旅行費用を一部助成
・民間の障がい者施設や保育園への活動費を助成
・民間の宅老所、児童クラブなどへ備品や施設修繕費を助成
・地域住民が運営するサロンの活動費を一部助成
共同募金に関するお問い合わせは安城市共同募金委員会
（安城市社協内）へ　☎７７－２９４１

桜林小学校２年

川
かわせ

瀬　桜
さくらこ

子さん

安城中部小学校１年

元
も と ど ひ

土肥　妙
たえこ

子さん

安城北部小学校４年

天
あまの

野　凪
なぎ

さん

里町小学校４年

杉
すぎうら

浦　里
り ほ

歩さん

愛知県共同募金会
金　賞

安城中部小学校３年

池
いけだ

田　優
ゆ い

衣さん

愛知県共同募金会
銀　賞

愛知県共同募金会
銀　賞

志貴小学校５年

平
ひらやま

山　太
たいき

輝さん

東山中学校１年

鈴
すずき

木　詩
しおり

織さん

ＮＨＫ厚生文化事業団
中部支局賞

愛知県共同募金会
金　賞

安城西中学校１年

柴
しばた

田　菜
な な こ

々子さん

三河安城小学校６年

須
す だ

田　尊
たける

さん

安城南中学校３年

五
い が ら し

十嵐　真
ま ゆ

憂さん

安城南中学校２年

山
やまだ

田　喬
たかし

さん

愛知県共同募金会
県知事賞

愛知県共同募金会
金　賞

安城北部小学校６年

鶴
つるた

田　千
ちひろ

紘さん

錦町小学校５年

森
もりた

田　千
ちさと

智さん

受賞者記念写真

～みなさまからいただいた共同募金は、こんなことに使われています～
応募総数８，１６７点
書　　道５，０４３点
ポスター３，１２４点

の中から選出されました。
おめでとうございます！

（ ）

共同募金キャラクター
　　愛ちゃんと希望くん

受賞者のみなさまです。
安城市福祉まつりで表彰状が授与されました。

あんじょう社協だより
'14 11/15

あんじょう社協だより
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昨
年
度
は
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
併
せ
て
、
各
町
内
福
祉
委
員
会
も
５

年
間
の
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
孤
立
死
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
現
在
、「
見

守
り
活
動
の
推
進
」
を
多
く
の
町
内
福
祉
委
員
会
が
計
画
の
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
住
民
同
士
が
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
内
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
平
成
24
年
度
か
ら
見
守
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
古
井
町
福
祉
委
員
会
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

古
井
町
内
会
は
、
碧
海
台
地
の
東
側
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
水
田
が
広
が
り
、
弥

生
時
代
か
ら
の
遺
跡
や
古
墳
、
寺
、
神
社

な
ど
歴
史
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。
農
業

協
同
組
合
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
、
現
在

で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
、
戸
建
て

住
宅
も
増
え
、
１
３
０
０
戸
を
超
す
大
き

な
町
内
会
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
世
帯

が
町
内
会
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

全
世
帯
調
査
後
、
総
勢
41
名
の
見
守
り

体
制
が
で
き
、
本
格
的
な
見
守
り
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
月
１
回
の
協
力
支
援
者
の
定
例
会
で

は
、
古
井
町
を
５
地
区
に
分
け
、
地
区
ご

と
に
見
守
ら
れ
る
人
の
現
状
を
考
慮
し
、

見
守
ら
れ
る
側
の
意
向
に
沿
っ
た
見
守
り

方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
ら
れ
て
い
る
人
か
ら
「
ひ
と
り
暮

ら
し
の
女
性
が
気
軽
に
お
話
で
き
る
場
が

欲
し
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、「
ひ
と
り

暮
ら
し
女
子
会
」
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
や
要
望

を
大
切
に
し
た
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
定
例
会
は
、
日
々
の
見
守
り

の
報
告
と
協
力
支
援
者
の
情
報
交
換
を
行

う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
見
守
る
側

と
し
て
、
必
要
な
知
識
を
得
る
た
め
に
勉

強
会
な
ど
も
行
い
、
見
守
り
の
質
を
高
め

て
い
ま
す
。

　

見
守
り
活
動
は
町
内
福
祉
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
だ
け
で
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、

多
く
の
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、

よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
見
守
り
活
動
の
進
捗
状
況
を
随
時
回

覧
板
で
発
信
し
、
住
民
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
協
力
を
仰
い
で
い
ま
す
。
随
時

回
覧
板
で
発
信
す
る
こ
と
で
、
町
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
守
り
活
動
が
話
題
に
な

り
、
関
心
も
高
ま
り
、
見
守
り
の
目
が
増

え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

古
井
町
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
ポ
テ
ト

福
祉
会
が
運
営
す
る
「
カ
フ
ェ
ぽ
て
と
２

」

に
は
近
所
の
人
が
集
い
、
に
ぎ
や
か
で
和

や
か
な
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
地
区
の
民
生
・
児

童
委
員
も
定
期
的
に
訪
れ
、
町
内
の
様
子

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
80
代
の
男
性
Ｋ
さ
ん

は
、
安
城
市
の
福
祉
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
誰
に
も
連
絡
を
せ

ず
に
留
守
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
福
祉
電
話
で
の
安
否
確
認
が

取
れ
ず
、
民
生
・
児
童
委
員
や
協
力
支
援

者
は
倒
れ
て
い
る
の
で
は
と
大
騒
ぎ
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来

「
申
し
訳
な
か
っ
た
」
と
、
留
守
に
す
る

と
き
は
連
絡
を
し
て
か
ら
出
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
庭
造
り
が
得
意
な
Ｋ
さ
ん
は
、「
多

く
の
人
に
世
話
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
町

内
会
の
門
松
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
制

作
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

ら
陣
頭
指
揮
を
取
り
、
は
つ
ら
つ
と
作
業

さ
れ
る
姿
を
見
て
、
見
守
ら
れ
て
い
る

人
か
ら
逆
に
笑
顔
と
元
気
を
も
ら
う
こ

と
が
で

き
、
見

守
り
活

動
の
成

果
を
実

感
し
ま

し
た
。

　

古
井
町
の
見
守
り
活
動
は
今
年
で
３
年

目
に
な
り
ま
す
。今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、

杉
浦
町
内
会
長
は
「
見
守
り
活
動
は
生
身

の
し
か
も
感
情
の
あ
る
人
が
相
手
で
す
。

状
況
は
日
々
変
化
し
て
い
る
の
で
、
毎
月

の
定
例
会
議
で
丁
寧
に
情
報
交
換
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
地
域
に
あ
る
農

業
協
同
組
合
、
コ
ン
ビ
ニ
、
障
が
い
者
施

設
な
ど
の
事
業
所
と
連
携
し
、
見
守
り
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
気
配
り
・
目
配
り
・

思
い
や
り
」

　

古
井
町
内
会
で
は
、
安
城
市
社
協
の
働

き
か
け
を
受
け
て
、
平
成
９
年
８
月
に
町

内
会
役
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
、

民
生
・
児
童
委
員
を
中
心
に
町
内
福
祉
委

員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
地
域
住
民
の
交
流

を
図
る
た
め
、
敬
老
会
や
ふ
れ
あ
い
昼
食

会
、
ふ
れ
あ
い
広
場
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
下
校
時
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ふ
れ
あ
い
広
場
で

は
「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
地
域
の
縁
と
絆
、
古

井
町
再
発
見
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

全
世
帯
調
査
の
実
施

　

古
井
町
で
は
数
年
前
に
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人
が
死
後
何
日
か
経
っ
て
発
見
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
孤
立
死
の
問
題
は
切
実
な

問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
24
年
度
に
安
城
市
社
協
か
ら
地
域
見

守
り
活
動
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
た

こ
と
を
契
機
に
、
本
格
的
に
見
守
り
活
動

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
見
守
り
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、

孤
立
死
や
虐
待
の
無
い
地
域
社
会
の
実

現
、
一
人
も
見
逃
さ
な
い
見
守
り
活
動
を

進
め
る
た
め
に
、
全
世
帯
を
対
象
に
見
守

り
の
必
要
性
を
確
認
す
る
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
町
内
会
組
織
の
組
長
・
班
長
に

調
査
票
の
配
布
、
回
収
を
お
願
い
す
る
た

め
に
、
事
前
説
明
会
を
行
い
、
調
査
の
目

的
、
意
義
、
調
査
方
法
を
説
明
し
協
力
を

求
め
ま
し
た
。「
大
変
だ
け
ど
、
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
多
く
の
組
長
・
班
長
か

ら
賛
同
を
得
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
調
査

の
回
収
率
は
97
％
を
越
え
、
隙
間
の
な
い

見
守
り
体
制
を
作
る
た
め
の
基
盤
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

全
世
帯
調
査
の
結
果
か
ら
、
見
守
り
を

希
望
す
る
人
が
多
数
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
活
動
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
推
進

部
員
に
加
え
て
地
域
の
事
情
に
詳
し
い
男

女
28
名
を
「
協
力
支
援
者
」
と
し
て
新
た

に
活
動
推
進
メ
ン
バ
ー
に
迎
え
、
見
守
り

活
動
の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
見
守
り
を
希
望
す
る
す
べ
て

の
お
宅
に
訪
問
し
、
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
訪
問
調
査
を
受

け
た
人
か
ら
は
「
安
心
感
が
あ
る
」「
心

強
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、「
近
所
の
世

話
焼
き
さ
ん
」
的
な
力
が
、
見
守
り
活
動

の
重
要
な
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古
井
町
内
会
に
つ
い
て

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
見
守
り
を

障
が
い
者
施
設
と
の
連
携

見
守
り
活
動
が
紡
ぐ
良
い
関
係

見
守
り
活
動
の
推
進

協
力
支
援
者
の
選
任

古
井
町
福
祉
委
員
会
の
発
足

愛
い
っ
ぱ
い
☆

あ
ん
じ
ょ
う

の
ま
ち
は

地
域
福
祉
活
動
紹
介

〜
古
井
町
福
祉
委
員
会
〜

特
集

町内住民の憩いの場カフェぽてと２

県知事からの感謝状を
受け取る杉浦町内会長

防
災
も
頑
張
る
古
井
町

今
後
の
取
り
組
み

　

平
成
22
年
に
安
城
市
自
主
防
災
組

織
支
援
事
業
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
、

避
難
所
に
焦
点
を
当
て
た
積
極
的
な

取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
実

績
が
評
価
さ
れ
、
翌
23
年
に
県
知
事

の
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
住
民
の「
強
い
協
力
体
制
」「
活

発
な
活
動
姿
勢
」
が
地
域
の
防
災
力

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

回
覧
板
で
全
世
帯
に
発
信

Ｋさんの作った門松と福祉委員

あんじょう社協だより
'14 11/15

あんじょう社協だより
'14 11/15ー5ー ー 4ー

古井町ふれあい広場のオープニング
組長・班長説明会での全世帯調査の
説明と依頼

協力支援者の定例会議



ハートン

ハートンからの
おしらせだよ！

日
　
時
▼
平
成
27
年
１
月
18
日(

日)

　
　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
５
時（
予
定
）

行
き
先
▼
掛
川
花
鳥
園（
静
岡
県
掛
川
市
）

対
　
象
▼�

市
内
在
住
で
18
歳
以
下
の
障
が

い
の
あ
る
人
と
同
居
の
家
族
、

友
人

定
　
員
▼
60
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼�

障
が
い
の
あ
る
人
お
よ
び
同
居

の
家
族　
　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

友
人　
　
　
　
　

１
５
０
０
円

申
込
み
▼
11
月
27
日(

木)

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
電
話
に
て
受
付

問
い
合
わ
せ
▼

　
　
　
　

事
業
係　

☎(

７７) 

２
９
４
１

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

参
加
者
の
当
日
の
付
き
添
い
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
だ
さ
る
人
（
高
校

生
以
上
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

※
参
加
費
１
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　

☎(

７７) 

２
９
４
１

　

１
日
完
結
型
の
婚
活
で
す
。
講
師
に
よ

る
講
義
を
受
講
後
、
飲
食
店
で
の
交
流
会

を
行
い
ま
す
。

日
　
時
▼
12
月
21
日(

日)

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所
▼
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
他 

講
　
師
▼�

加
藤
奈
穂
子
氏
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ナ
ジ
ー
代
表
取
締
役
）　
　

対
　
象
▼�

結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
独

身
の
人
（
男
性
は
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
30
歳
～
45
歳
の

人
）

定
　
員
▼
男
女
各
15
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
４
０
０
０
円
（
飲
食
代
含
む
）

申
込
み
▼�

11
月
26
日(

水)

午
前
９
時
か
ら

受
付
。
電
話
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
に
セ

ミ
ナ
ー
名
、
本
文
に
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
住
所
、

年
齢
、
性
別
、
在
住
ま
た
は
在

勤
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼

�　

西
部
地
区
社
協
（
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　

☎(

７２) 

６
６
１
６

se
ib
u-sya

kyo
@
city.a

n
jo
.a
ich
i.jp

　

安
城
市
社
協
で
は
、
車
い
す
使
用
者
の

外
出
に
便
利
な
、
車
い
す
移
送
車
の
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
院
や
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

平
成
26
年
９
月
か
ら
は
、
車
両
を
６
台

か
ら
８
台
に
増
や
し
、
市
内
全
て
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
貸
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。　

対
象
者
▼�

市
内
在
住
の
車
い
す
使
用
者
お

よ
び
市
内
の
福
祉
団
体
、
福
祉

施
設

申
込
み
▼�

電
話
ま
た
は
各
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

�

窓
口
に
て
、
利
用
日
の
３
か
月

　
　
　
　

前
の
月
初
か
ら
受
付

利
用
料
▼�

無
料
（
た
だ
し
、
燃
料
費
、
通

行
料
、
駐
車
料
そ
の
他
使
用
料

に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
）

貸
出
期
間
▼��

４
日
以
内
（
た
だ
し
４
日
目

が
休
館
日
に
あ
た
る
場
合
は

翌
開
館
日
ま
で
）

新しく中部福祉センターに
配車されたサルビア１号

号　数 車  名（規格） 定員 貸出場所 連絡先

サルビア１号 タント（軽） ３ 中部福祉センター ☎７６−００９０

サルビア２号 タント（軽） ３ 安祥福祉センター ☎７３−５７５７

サルビア５号 ワゴンＲ（軽） ３ 北部福祉センター ☎９７−５０００

サルビア６号 ムーブ（軽） ３ 西部福祉センター ☎７２ー６６１６

サルビア７号 ワゴンＲ（軽） ３ 作野福祉センター ☎７２ー７５７０

サルビア８号 ワゴンＲ（軽） ３ 桜井福祉センター ☎９９ー７３６５

サルビア１０号 ハイエース（普通） １０
総合福祉センター ☎７７ー７８８８

サルビア１１号 ノア（普通） ６

日
帰
り
旅
行

善
意
銀
行 

冬
の
お
楽
し
み
会

大
人
の
婚
活
・
恋
活

〜
素
敵
な
人
に
会
お
う
〜

車
い
す
移
送
車

（
サ
ル
ビ
ア
号
）の
紹
介

第３１回安城市福祉まつり報告
　１０月５日に開催した福祉まつりは９２団体が参加し、１１３

のコーナーで盛大に開催され、雨天にも関わらず約５，３００

人の来場者でにぎわいました。

　今年は、「活かそう体験　学ぼう知識」をサブテーマに掲げ、

各種展示や体験コーナーを通じて、福祉について考えていた

だきました。

　参加団体・ボランティアのみなさま、寄付をいただいた多く

のみなさま、ご来場のみなさまに心からお礼を申し上げます。

※軽車両はスロープ式、普通車両はリフト式です。

チャリティーバザーに
ご協力いただいた
企業・店舗一覧（順不同・敬称略）

・山崎製パン㈱安城工場	 ・深津養蜂園
・森永製菓㈱中京工場	 ・㈱南山園
・愛知中央ヤクルト販売㈱	 ・㈲たつみ麺店
・キングパン協業組合	 ・間杉手延製麺所
・㈱和泉そうめん丈山の里	 ・櫻屋
・両口屋菓匠	 ・あんじょうハート
・安城駅前元気会	 ・㈱やまと
・御菓子司　桝見屋	
安城市社協 賛助会員・特別会員 様には
福祉まつり事業費にご協力いただきました。

福祉基金への寄付一覧
［団体名］	 （順不同・敬称略）

・安城市町内会長連絡協議会……… １３５，５００円
・安城市民生・児童委員協議会…… ２６７，８６３円
・安城市身体障害者福祉協会………… １１，４００円
・安城文化協会……………………… １３３，４００円
・国際ソロプチミスト安城………… １１０，０００円
・福祉まつり実行委員会主催バザー…２３８，３３２円

※�みなさまのご協力によるチャリティーバザーの
収益は、福祉基金への運用等、福祉事業に活用
させていただきます。

体験や展示で福祉のことを
知ることができました

赤松保育園のみなさまによる
南吉体操

司会の２０１４安城七夕まつり親
善大使の高瀬夢野さん (中央 )

愛知県健康づくりリーダー
安城支部のみなさまによ
るＡｎｊｏ☆きらめき☆体操

共同募金を財源に
した助成金の配分
を、市民投票によ
り決定

多目的ホールイベントの様子

作品展示 バザーコーナー

開会式にかけつけた“きーぼー”

手作りおもちゃコーナー

初期消火体験 サウンドテーブルテニス

見て楽しい、買って
美味しい福祉まつり

あんじょう社協だより
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